
（令和２年度　学校評価）

氏　　　　　名 備　　考

松浦　昭始

村上　篤夫

野間　逸人

小山田　憲正

𠮷武　美由紀

小島　秀範

１　今年度の最終評価について

　（１）学習指導について

　（２）学校行事について

　（３）その他

２　その他

・来年度、120周年記念行事の一環として「螢雪ライ
ブラリー」（学校推薦図書）の再編と図書の購入を
予定している。図書館の利用促進につなげたい。教
室のパソコン利用については、来年度１人に１台配
布されるパソコンの運用と合わせて活用方法を検討
する。

・様々な理由で、欠席や遅刻などが重なっている生
徒もいる。家庭との連携の下、きめ細かな粘り強い
支援を行いたい。

・知恵を出し合い魅力発信に努めたい。

・三修制を利用して積極的に自分の進路実現を考え
る生徒もいれば、「卒業」という目標を持ちながら
も基本的な生活習慣が身に付いていない生徒もい
る。生徒一人一人に合わせた、１年次からの進路指
導（キャリア教育）に力を入れていく。

・人権同和教育のホームルーム活動で実施したシト
ラスリボンを作りでは、新型コロナウイルスに関す
る差別問題を通して社会の在り方を考えた。今後の
学びにつなげたい。

　コロナ禍の中、授業、学校行事、部活動、それぞれに
工夫して実施されており感心した。（全）

　図書館や教室のパソコンの利用環境についてなど、３
年連続４未満の評価になっている項目がある。一考あっ
ても良いのではないか。（全）

　アンケートからは、諸活動に積極的に参加しようとす
る生徒の様子や、学校の活動に対して全面的に協力的で
ある保護者の様子がうかがうかがえる。（定）

　高校入試の志願者が少ないのが少々残念だ。(全）

・行事の実施に当たっては、実施状況が今後の前例
となるという高い意識で緊張感を持って取り組むこ
とで、生徒の成長が見られた。成功体験が今後の活
動につながるように支援していきたい。

・経験を重ねることで、生徒の感染予防対策に対す
る意識や行動も定着してきた。状況に応じて工夫
し、最大限にできることを考え実施する力を身に付
けさせたい。

　厳しい時世にあっても、仕事と勉強を両立させよう
と、強い意志を持って努力している姿を応援したい。
（定）

　アンケートから、生徒が意欲的に学業に取り組んでい
る事が、進学・就職へと結果を結んでいると分かった。
（定）

　コロナ禍にあっても、生徒会が中心となり知恵を出し
合い、検討を重ねて、生徒の心に残る運動会を成功させ
たのは素晴らしいことと思う。(全）

　修学旅行が次年度には実施できることを願っている。
（定）

　行事の中止や縮小が余儀なくされる中、シトラスリボ
作りは時宜にかなった取組で、作業を通して生徒の心に
響くものがあったのではないかと思う。(定）

寺住職

病院事務長

　電子黒板、プロジェクターが設置され、利活用のため
の研修等も必要かと思われるが、今後の授業内容の充実
が期待される。（全）

・来年度からは、生徒１人に１台のパソコンが配布
される。情報教育課を中心に研修を重ねているとこ
ろである。利活用に向け、さらに精進したい。
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